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ロシア・ソヴェトの東漸
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われわれがさきに提起した問題.すなわち. ロシア・ソヴヱト経済力の東漸方向は{ilJに

よるものであるのか。ヨーロッパ・ロシアに対してシベリアには.自害的な発展の可能性

があるのか，また，そのような可能性を裏仔げる事実があったのか。

このト数年の間に 19iit紀と 20世紀の間のシベリアにお;する農業の発展に関する諸問題

について，主と Lて地元の研究者ーたちによって.数多くの著{乍が発干Ijきれたのその一部を

列挙してみると次のようなものがある。これらによって，資本主義促透期における農業発

展の特異の型がシベリアにあったと言うことができるであろうか。

P. A. fpH，UacoB. K xapaKTepHcTHKe KOJIOHHaJIbHoi'1 npo山 λ0品CH6HpH.BonpocbI 3KO・

HOMHKH H nJIaHHpOBaHH冗. 3an. CapaToB. nJIaHOBOro HH-Ta， BbITI. VI， CapaToB， 1940. 

H. E. Por03HH. BJIH兄HHecH6HpCKO首)KeJIe3HO註，UoporHHa 3KOHOMHqeCKOe pa3BHTHe 

3ana，UHO員 CH6HpHB HaqaJIe XX  BeKa. yq. 3an. 5ry IIM. B. 11. JIeHHHa， BbI口. 16， 

cep. HCT. MHHCK， 1953. 

M. M. WOpHHKOB. 3KoHoMHKa 3ana，UHo詰 CH6HpH HaKaHyHe COl1.naλHCTHQeCKO詰

peBOJIIOUHH. C6. 50JIbllleBHKH 3ana)l.HO註 CH6HpHB nepHO)l. nO)l.rOTOBKH II npOBe)l.eHH克

COl1.HaJIHCTHQeCKO員 peBOJIIOl1.HH.HOBOCH6HPCK， 1957. 

A. A. XpaMKoB. K BonpocbI 0 nyTfIX pa3BHTH兄 KanUTaJIH3MaB CeJIbCKOM X03i1i'lcTBe 

CH6HpH HaKaHyHe BeλHKO註 OKT完6pbCKOi'ICOl1.HaJIHCTnQeCKO首 peBOJIIOl1.HH. 1L OKλ. n 

C006lll.. Hay可. KOHCトロoHCTOpHH CH6npn H瓦aJIbHerO BocToKa. CeKUH兄 HCTOpHH H 

9THorpa中日目 COBeTCKoro nepHO)l.a. TOMCK， 1960. 

JI.中.CK瓦兄pOB.CTOJIbITIHHCKOe 3eMJIeycTpo詰CTBO B Cn6npn. HaYQ. ，UOKJI. BblC泊.

lllKOλbI.日CTopWleCKneHayKH. 1958. N主4.

また，学位指丈としてこの問題を取故ったものに次のようなものがあるの

A. K. 3axapoBa. Pa3BHTHe KanHTaJIH3Ma B CeJIbCKOM X03i1註CTBe 3ana，UHo員 CH6HpH.

口ope争0予MeHHbl設 nepHO瓦.KaH. ，UHCC. M.， 1952. 

E. 11. COJIOBbeBa.日epeceλeHHeKpecTb兄HB TOMCKylO ry6epHHlO B nepHO)l. CTO.7JbI-

nHHcKoi'I arpa予HO長 pectopMbl.KaH江・，UHCC.TOMCK， 1956. 

M. K. BeTolllKHH. OQepKH no HCTO予日立 60λb回 eBHCTCK託XopraHH3aUH詰H peBoλ抱UH-

OHHoro ，UBH)KeHlf兄 BCH6HpH. 1898-1907. rr. M.， 1953. 

ero iKe. PeBoλ沿只日兄 1905-1907 rr. B CH6npn H Ha lLaJIbHeM BocToKe. B KH. 
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山本 敏

PeBOJIIOlI.H5I 1905-1907 rr. B Hall.HOHaJIbHbIX pa員OHaxPOCCHH. M. 1955. 

M. C. AJI争epOB.KpecTb兄HCTBOCM6MpM B 1917 ro)J.y. HOBOCM6HPCK， 1958. 

A. A. XpaMKoB. KpecTb匁HCKoe )J.BM~eHMe B TOMCKO註 ry6epHMMB 1910-1914 ro瓦ax.

B KH. PeBOJIIOlI.MOHHOe )J.BM~eHMe B CH6MpM H Ha JlaJIbHeM BocToKe. BbIII. 1. TOMCK， 

1960. 

ガリューシキン氏は，これらについて次のように批評している九

「これらの諸著作には，シベリアの農業における資本主義の特徴とジベリアの農業にお

ける階級関争の性格が述べられているが，残念なことに，それらは夫々の地方の農業にお

ける資本主義の特性についてだけ述べたもので島る。従って，これらの著作では，シベリ

ヤ農村における経済的なすべての要素が同一線上において明らかにされていな L、。つま

り，全体としてシベザヤの農業における資本主義を論じているものは一つもなし、。

これらに共通している最も大きな誤りは，シベリアの農村における封建的な残存物と小

商品経済の過小評極である。これらの著作の中では， しばしば，シベリアには地主経営が

存在しなかったということで封建的な残存物がないと説明されているりたしかにシベリ

アには地主的土地所有は殆んどなかったし，地主的土地所有に結びついた地主的封建寄りの

残存物は殆んどなかった。 しかしながら， ガリュージキン氏が主張するように. 1861年

の改革間近になると，シベロアには国家的封建体制が極めて複雑にからまワ合って出来て

いて，その残りかずは 1917年に到るまで存続した。

何人かの研究者は，シベリアにおける地主的封建制と国家的封建制の差異をとり島げる

までに到っていないが，それは国家による封建体制を過小評価しているからである。しば

しば. 1905-1907年革命前後のシベヲアにおける農業問題をまったくとり上iげないでいる

のはその結果であろう O 封建的な残存物を否定し，広汎に発展した小商品生産，鉄道から

離れた家父長制的経営， さまざな形態の Ka6aJIa，商業的=投機的な資本の広汎な侵透等

々に注目せず，そのことによってこれらの研究者たちは，シベワア農村の資本主義的発展

の特徴を正しく把握し得ないでいる O このような方法論主の欠陥によって，それぞれのデ

ータが全シベリア経済の中でもつ比重を規定し，それが全シベリア経済の中で、果たす役割

を考えることを不可能にしている。しかし一体「全シベリア経済j と呼ぶものがあったの

かどうか。このことは問題である。それはともかくとして，このような研究方法を以って

しては，シベリアの企業家的農業を目指す資本主義発展の道を確認するのに充分だとは決

して言うことができなし、

農民改革以援のシベリアの農業における資本主義の発展には.発展の二つの型の双方が

明らかに晃られる。

プロシヤ型の発展の道を可能とする経済的基礎となっていたのは.シベリアの土地が皇

室と国庫による封建的な土地所有の下にあったことであり，その政治的某盤となっていた

のは，園内でのツアーリと地主の権力であったの

1) J1.M. fop回出KHH，COUHaJIbHO・9KOHOMHQeCKHenpe.llnOCbIJIKH COUHaJI沼Cτ沼可eCKO詮peBOJIIOUHH
B CH6HpCKO註ぇepeBHe，H3}1.・ CH6HpCKoro OT瓦eJIem限 AH CCCP， HOBOCH6upCK， 1962. 
CTp. 3-4. 
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ロシア・ソヴェトの東漸

西シベリアにおいて封建制の残存物が護持されていたことから，プロシヤ型の道による

発展の可能性があったと言うことができょう。それらは封建的土地所有に於いても，共同

体による土地利用の中でも温存されていたし，物納や賃金の現物支払など，また商業的・

投機的資本を増大させたり，収支の配当を通じて抜き難いものとなっていた。

ツアーリと地主が，種々雑多な義務負担・賃貸料，農産物搬出に対する尚率の税金等に

よってシベリア農民からの収奪を行っていたことも事実である。このような形で民建的残

存はシベリアの資本主義的発長の上におおいかぶさっていたのであるO

皇室の土地所有権と地主的支配，これが小作料その能の義務負担のとり立てという方法

での半封建的農民搾取の基礎となっていた。 国家によってとり立てられるこれらの義務長

担や税は，換言すれば，封建地代の形をかえたものであった。シベリアの農村では，この

封建地代が 3つの形態のすべてをとって残っていた。すなわち. (1) 道路・;J~その他若

干の役務負担という形での労揚地{に ( 2 )軍隊及び流刑者の食糧負担という形で、の生産

物地{にじりす、作料・地方税等の貨幣地代，であるっすなわち.同シベリアにおいて

は. 1917年主で地代の圧倒的な部分ほ封建地代であり、 そ，れが資本 j:.義地代とからλ介

ってし、た。

貨幣地fにふ完全に資本主義的なものではなかった。長奴~fjlJ の跡が生セ L く残~)てレた

シベリヤにおいて(i. 資本主義的地{にそのものが本来あるべきものにくらべてより l:iJ~ 、も

のになっていた。

農耕は雇藷労働や奴隷的に隷属した農民の手によって行われていた。すなわち、農村ブ

ノレジョワジーや富給な農民の手中にあって.資本主義的なやり方で利用されてL、た 9デシ

:チーナ以上の播種田震をもっ分与地や貸与地は.丙シベリアの呉氏層の利用[ていfご全

土地の:17%のにすぎなかった内

ツアーリ政需は西シベリヤの農業にプロシヤ型進化の道をとらせようとあらゆる策を落

じていたので. 1H61年の改革もストルイピンの改革もシベリアの農民にとってきわめて

7EI: L ¥， 、ものであった。全資本主義期間中，丙シベリアの農民た七〉が志向lたのは.資本-t:

義的進化の企業家的農業の道であったっ

同シベリアの農民の革命的関争について紹介したものには次の諸著があるの

T.n.口py，n:OHHKOBa.KpecTbHHcKoe ，n:BH)KeHHe B T OMCKO註ry6epm!HBO BTOpO詰nOJIOBHHe

XIX BeKa.日3，n:.HOBOCH6HpcKoro OT，n:eJla reorpa中.06・BaCCCP， BbIn. 4， HOBOCH6. 1958. 

E. kI. COJIOBbeBa. KJIaCCOBa兄60pb6aKpeCTl~兄HCTBa TOMCKO員ry6epmIB nepHo，n: npoBe-

，n:eHH兄CTOJIbInHHCKOIIarpa子HO詰 pe1>opMbI，TaM )Ke: 
f. A. THTOB. 113 HCTOpHH peBOJIWIJ.HOHHOrO H ，n:eMOKpaTH可eCKoro，n:BH)KemI匁 BTOMCKOii 

II EHHCe詰CKO註 ry6epm間 XB 1910-1911 rr. TaM )Ke. 

Ero )Ke.日o，n:beM予eBOλWIJ.HOHHOII 60pb6e Tpy，n:兄llJ.HXC兄 B TOMCKOti n EHHceflcKo註

ry6epHH兄XB 1912-1914 rr. TaM )Ke. 

2) C60pHHK白 8T滋CT則 eCKHXCBe，lJ.eHH員069KOHOMHQeCKOM noλOiKe閲覧 nepeceReHueBB Cn61ふ

P払 BbIn.11. Cn6. 1912. Ta6R. III， CTp. 124， 126， 130， 132; BbIn. III， Cn6.， 1912， Ta6R. III， 
crp. 154， 156;脳 n.IV， Cn6.， 1912， T.llI， CTp. 110， 112;細江 1，TOMCK， 1913， crp. 62， 91， 
95 Iこよりガリューシキン氏が算出 Lた数字。 CM.T8M iKe. 
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これらはトムスク県に限った資料であるが，ここは国家と国産が土地を所脊していた地

方であり，移住者が最も多く流れ込んできて，農村に資本主義的諸関係が発展したところ

である。それ故，ここの農民運動には資本主義と対決しようとする農民運動の基本的なか

たちが見られる O

農奴制的な土地税度に強く反対し， 1913年にはトムスク県だけで 113村に農民蜂起が

行われた。国有地・皇室領林の自由伐採を主張して 1910年に 10万件の富由伐採が行わ

れ， その額は 80万ノレーブザに達したo 1908-1912の5年間にアルタイ果でも 241，567件，

1，131，716ループリに上った。 1906から 1911年までの間に，アジア・ロシアで革命的な農

民蜂起が 300国も起っている。 1917年の 2月-10月の間にそれは最高潮となった。

一方，アメリカ型の道によるシベリヤ農業の資本主義的発展はどうであったか。もちろ

ん，それがなかったわけで、はない。否，むしろヨーロッパ・ロシアにおけるよりも典型的

な形で、行われた。もちろん，それは富農経営に於てであるが， i7Uえば，オムスクとベテロ
パプロフスクの間で行なわれていた細毛の羊を飼養する経営がその代表である。クラーク

や企業家たちによる 27の経営で5万頭の羊を飼っていたという数字などがある汽富農

関係の企業にはこの倍数多の例があるが，最も典型的な形であらわれた企業家的農業のO"U

は，急速に伸びてきた製酪業で、あった。言うまでもなく，シベリアにおいてこのようにし

て登場した企業家的農業に;ぇ専制の傑からの圧力が加えられた。

ガリューシキン氏によると，資本主義発展のプロシア型かアメリカ型かを論ずるのは資

本主義の発展段階と無関係ではないペすなわち，資本主義の発展水準が異なる地域の問

題を同列に論ずることはできなL、。例えば，鉄道から離れたところと鉄道に近くて市場関

係が発展したところでは，発展の型にも差異の生ずるのは当索、であるO しかし，ジベリア

における農業の資本主義的発展の中では，ブ、ノレジョア的進化の場がなかったということか

ら，直ちに，例えばベ・イ・マラヒーノフ氏が言うように，シベリアの農業に於てはプロ

シヤ型の進化があったとするわけには行かなし、。このことは，ア・エム・アンフィーモブ

氏も指摘する汽つまり，プロシヤ型か然、らずんばアメリカ型か，という三者択一的なや

り方は，具体的な問題についてはとれない%

ここで，資本主義発展期のシベリヤ農村の構造変化を示す事例をとり上げてみよう。イ

ノレクーツク県の農民経営及び開拓民経営の群別表η から，次の数字を引出すことができ

3) T.M. fOJIOBa可eB.3KOHoMstIeCKaH reorpa宇部 Cs6sps， M. 1914， Cτ下 48.
4) I1.M. Pa3roH弐は JI.M.fop泊lllKs蕊氏の著作の浮交の中で.fop泊堕KsH氏の仕事はシベリアの
農業と農民層の状態を資本主義発展の水準ならびに農村におけるブルジョア畏主主義革命及び社会

主義発生の前提と L、ぅ晃地から研究したものである，と述べている。 λM.fop回凶KsH，Cs6spcK-

oe KpeCTbHHCTBO Ha py6e>Ke )l.ByX BeKOB， 113え・“Hayka'二HOBOCs6spCK，1967， CTp. 3. 
5) A.M. AH<I>sMOB， JIeHsH s rrp06JIeMbl arpapHoro KarrsTaJIs3Ma，“日CTOpsHCCCP'う1969，
泌4，CTp. 15. 
6) シベリア農業の資本主義発展の型についてのマラヒーノフ氏とガリューシキン氏との間の論争はま

だ当分の関進行形のままである。残念ながら直接資料をもたないわれわれは，しばらくその結果を

見まもるしかない。

7) <<MaT句 saJIblrro sCCJIe)l.OBaHslO 3eMJIerrOJIb30BaHs兄 s X03兄誼CTBeHHoro6blTa CeJIbCKOrO 

HaCeJIeHsH I1pKyTcKo負 sEHsce負CKO員 ry6epHsH)>T. III， I1pKyTCK， 1893， CTp. 730 s CJI. 
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ロシア・ソヴヱトの東漸

る島〉。

馬をもたないか馬 }-2頭しかもたない下級の農家は，農家総戸数の 39.4%で人口の

24%を占めているが. 全耕地のわずか 6.2%と家畜総頭数の 7.1%をもつにすぎなかっ

た。馬5頭以上をもっ農家は戸数で36.4%， 人口で 51.2%を占めているが， 所持する耕

地と家畜は，それぞれ73%， 74.5 %と圧倒的な数字を示LているO また， 馬 5-9頭をも

っ農家と馬を 10頭以とをもっ農家(何故かこの 2つのグループの夫々の数字は算出され

ていない)は， 1 戸あたり 15-:~6 デシャチーナの耕地をもち，賃労働を大幅に利用してい

る。これに対して.最下層のグループ， すなわち. 耕地をもっ農家の 20%， ;2-3デシャ

チーナの耕地をもっ農家の 59%が賃労働を提供していた。すなわち， 明らかに雨掻分解

が行われていた。

しカミし，土地の貸i昔関認については，富裕な農民によって借地が集積されると Lづ通期

がここには見られなし、。これは明らかに，農民改革以後のロシアの農業発展の中での珍ら

しい例外である九それはシベリアには「義務的で， も均等なも分与地がなく， 私的土地

所有がっくり出されていないJということであった10Lすなわち，富絡な農民は土地を購

入するのでもなく，信地するのでもなく，ただそれを占拠していたのである。

エニセイ県に於いては， 古くから住んでいる農民がもっ軟耕地424，624デシャチーナの

I ~I 417，086デシャチーナは「占拠した父祖伝来の土地j であり，資料に上っている 686デ

シャチーナの「清治J(1貸地」は 2，639デシャチーナ， 若干の総計上の狂いがある〉は，

「出j越された土地!の 1%にもならない11L したがって. 県全体の経済に殆んど全く影響

を与えていない。

たしかにロシア〈この場合はヨーロッパ・ロシア)における資本主義の発展を論ずる場

合， レーニンの言う通り，このような「例外」は研究に倍しないものであった。しかし，

反対に，シベリア乃至一般に小数民族地区の自律的な発展を考える場合には，これは単な

る「例外Jではない。残念ながら，それを「例外jで主いものとして論ずるだけの資料を

今は持合せないが，論議に儲するものと考えられる。

もちろん，農民改革以後のロシア資本主義の発展の影響と，シベリアにおける人口の増

加に伴い， 19世紀後半のシベリアにおける営農方式は変化してきた。具体的には， 三園

告Ijから多国税輪作体系への移行であり，向品作物播種面震の割合の著るしい増大であるc

ただ，この期に及んでもまだ.ロシアにおける施肥技術は全く低迷していたので，荷ヨー

ロッパにおけるような典型的な資本制農業への移行は見られなかったし，その速震も緩慢

であった。さらに，人為的な障害もあった。それは通称「チヱリャピンスク関税障害」と

呼ばれている高率高額の移入税が， シベリアからウラノレを越えてヨーロヅパ・ロシアに流

8)刀eHHH，Co6. COq. Yl3)J:.七 T.3， CTp. 96-97 (邦訳大月版 110頁〉。
9) レーニンによると， I唯一のj例外であるとされているが， 辺境の小数民族地IRでは， 可成り見ら
れた事実であると思われる O

10)残念主がら，このことを直ちに「自由なる返境jの存在に結びつけるわけには行かないであろう。

]1)前記 <<MaTepHaJIbI....)>IV-l，序編5ベージ。 JIeHHH，T3M )Ke. 
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入する産物に課せられたことであるI九

それにもかかわらず，シベリアの農業にはシベリア向きの重くてじようぶな農機具が入

札今世紀のはじめになると，その販売屈の数も西シベリアだけで 767宿を数えるほどに

なった。それらの中には， 00人経営のものの外に移民委員会や協同組合経営のものが多か
った。何れにせよ，このことだけでもシベヲア農業の発展を註することが出来る 13)0

以上われわれはシベリアにおける資本主義発展期の農業について，その発展型について

の論争とシベリアにおける農畏層分解の事例を紹介したが，その中からロシア資本主義の

一般法期から別の，シベザア農業に{固有の「例外」を例証することはできなかった。'-'-

でもまた，前述のわれわれの課題と提言は当面留保せざるを得ない。

10. 

ここで、われわれは新しい時代の動きに隈を転乙て，現在進行中のシベリア開発の問題に

焦点をしぼり，その過去と将来の見透しの中から，シベリアに{固有の自律的な活力の在り

かを求めてみたい。

ウラ/レ山系から東に東西 7000九，南北 3500九にわたる広大な地域，そのシベリアは一

言で言えば無尽蔵の宝庫であるとその豊富な岳然、の富については. すでに 18世紀に「ロ

シアの国力はシベワアによって増大するであろうりと言ったミハイル=ロモノーソフ

(1711-1765) の有名な言葉がある。ロモノーソフがこのように述べた頃のシベリアにあっ

たのは，人跡未踏のタイガ，沼沢地，酷寒と吹雪の無人の土地であり，その豊富な自然、の

富は正に絵に画いた餅にすぎなかった。その頃のロシアの技能を以てしては，これを人間

のために活用することなど全く考えも及ばなかったことで忘る。このことは 19世紀の中

葉になって，アレクサンドル・ゲノレツェンも強く指摘しているO 農民改革前後と今世紀に

入ってストノレイピン改革の時期に，シベリアへの移民が盛んに行われたが， しかしそれは

シベリアの自然資源を社会のために活用させるというよりも， ヨーロッパ・ロシアに於け

る行詰った停滞からの活路を東方に求めたと言うものであろう 14)。

10月革命後，早くも 1918年 4月 28E3に，プラウダおよびイズベスチャに発表した「ソ

ビエト権力の当面の任務Jと題する論文のなかでレーニンは，労働生産性を高めるための

大工業の物質的基礎を確保する必要から，西シベリアの石炭・ウラノレの鉄鉱石・シベり

12) このロシアのヨーロッバ部分とアジア部分との慌にあった関税壁は 20世紀に入っても継続L，

例えば， 1911-13年震における茶の移出入は， ヨーロツパ傑から 1，624，∞0プード， アジア{賭から

554，000プードで，その罷税はヨーロヅパ国境1プード 78カペイカ 4分の 3，アジア国境63カペイ

カ4分の 3，平均71カペイカ 4分の lであった。満鉄調査部「露国農民の課税及其他負担重震の

醗究J昭和2年， 大阪毎E新開社 p.17。しかし， シベリアの農業における資本主義的諸関孫の発
展とともに 1911年 8月 1EIからこの関税も 40%低減され，翌 1912年 8月 12EIからは， さらに

30%低誠L， 1913年には全廃された。 JI.M. fopぬ凶KHH， COUHaJIbHO・9KOHOMHQeCKHe

npe，llnOCbIJI悶 COUHaJIHCTHQeCKO誌 peBOJI防総H B CHOHPCKO負えepeBHe，M3，ll. CHoHpcKoe 
OT，neJIeHHe AH CCCP， 1962， Cτ'p.I25. 

13)以下， 個々の作物や家畜については， 池田博行， シベリヤ経済史， 1968， アジア経済研究所，

pp.88-93参照。

14)増田富寿，ロシア農村の近代化過程， 1962 調茶の本書房， pp. 155-165参類。
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ア，極東地方にまたがる膨大な森林資源を当面の開発目標として挙げている15h成立後間

もない若いソピェト政権にはその目標を事業として軌道に乗せるだけの余力はなかった

し，シベリア地域には「極東緩衝国家Jの存在をすら許さざるを得なかったが. し泊、し，

その構想、は 1920年にロシア国家電化計両ゴエノレロ・プランとして発表された。当時のソ

ピヱトにはどう考えてみても， このゴエノレロ・プランを具体的な計画として実行するだけ

の技術はなかった。レーニンのこのゴエルロ・プランについて，イギリスの評論家 H.G. 

ウヱノレズは， Iレーニンはクレムリの夢想家j と呼んだが， 正にそれは当時のロシアにと

っては夢のような計画であった。その後.迂路曲折はあったが，ともあれこのゴエルロ・

プランが今日まで続けて来た 9次に及ぶ 5ヵ年計画の基盤になっている。それが単なる形

式的な意味しかもっていないのかどうか，つまり看板としてのみ「レーニンの計画Jが用

いられているのかどうか， ここではそのことについて論じなL、また， このゴエノレロ計画

を打出したことの中で， レーニン個人がどれだけの役割を果していたか，それもここでの

主題ではなL、。何れにせよ，このゴエルロ・プランの基礎にあった「シベリア資源jへの

ソ連の経済許画の傾斜は，その後，数次にわたって行われてきた 5カ年計画の中で，経済

の東進と L、う総路諒が漸次はっきりとした形をとって頭を殆げてきたのであるo すなわ

ち， ソ連経済の基幹となるべき電力と重工業の中心基地をシベリアに創設するということ

である。はじめに発表されたゴエルロ・プランの中で建設を予定された発電所の数は却

の多きに上り，その建設予定地も菌の全域にまたがるものであった。この計画の一環とし

て， 1926年にノポニコラエスク (現在のノポシピノレスク〉 に建てられたシベリア最初の

発電所の出力がわず、か 1000キロワットににすぎなかったことは， 今日建設されている発

電所と比較して隔世の惑があろう。

第 16屈の党大会で承認された 1930年 5月15日付けソ連共産党中央委員会の決定には

次のように述べられているっすなわち. I今後， 国の工業化は. ただ一つの南部の石炭，

製鉄基地にだけ頼っているわけには行かない。急速に工業化を進めるために絶対的な条件

となっているのは， ウラノレとシベリアにあるきわめて豊富な石炭と鉄鉱末を用いて， ソ連

第二の石炭製鉄センターを東部に創設することである。」かくて， ウラルの鉄鉱石とクズ

パス炭田の石炭を基盤とするソ連第二の石炭・製鉄基地，ウラル=クズネック・コンビナ

ートの建設が第 1次 5ヶ年計画の最も重要な課題としてとりあげられたのである。そして

平くも第1次 5ヵ年計画期間(1928-1932) に. マグニトゴルスクとクズネックの 2カ所

に製鉄所が操業開始している O また， クズパスには 25の炭鉱が新たに開設されたの ウラ

ノレ=クズネヅクの石炭，製鉄墓地の建設は，第2次 5ヶ年計画期間 (1933-1937) に完了

し 1937年にクズネック製鉄所で生産した銑鉄は 150万トン， 粗鋼が 150万トンであっ

た。また. この年のシベリア地底の石炭生産高は， ソ連全国の生産高の 20%に達した丹

このコンビナートの創設を出発点として， ソ連経済の東漸が開始さhたことは前述の通

りで為るの また， 開発の手は極北地方にもひろげられ， 1932年にはコリマJII上流地方の

金鉱採堀が開始さまL. さらに. 1935年には北氷洋定期航路が運行を開始しているの さら

15) JIeHIiH， Co6. co可. 113瓦.4， T. 27， CTp. 228 (邦訳260ベータ)。 尤も，これらの言葉は， 同名の
論支草稿 (TaM}Ke， CTp. 176-192， 1918年3丹28日口述)にはなかったQ

lラ1



山本 敏

に， 1938年，つまり第3次 5ヵ年計画開始直後にノリリスクのニッケノレ鉱山が操業を開

始した。

第3次5カ年計画の途中で， ドイツ軍の侵攻により一旦5ヵ年計画は中止されることに

なる。ソ連はドイツとの戦いの最初の 1年間に国の生産力の 3分の 1を失ってしまった

が 3年目からは再び漸増カーブを画く。このような前例は世界の如何なる匿の歴史にも

なかったことである O 奇蹟とも言えるこの事実をどのように説明すればよいのか，議論の

分れるところであるO 一つには，それは前述の成田氏の論ずる通り，軍事戦略上の措置に

よるものであり，また一つには社会主義経済の生産力配置の問題で、あるとされる。何れに

せよ，第3次までの 5ヵ年計画によってシベリアに創設されたいくつかの工業基地が，ヒ

トラー・ドイツの侵攻に持ちこたえ，最後は遂にこれに勝利した原動力で、あったことは言

うまでもなし、

シベリアにある天然資源の調査，研究は，とくにソピェトが政権を得てから積極的，計

画的にすすめられている。例えば，石油について言えば，科学アカデミー会員の地質学者

イワン・グプキンが西シベリアの低地に大量の石油があることを予言したのは 1932年で

あり，ヲi続いて多数の地質調査隊が組織的に送り込まれた。諒査活動は戦争によって一時

中断されたが，戦後チュメニチ1'1を中心として調査地域を毎年北へ北へと廷ばし， 1960年に

は遂にシヤイム鉱床を発見するに到る。シャイム鉱床を発見するまで、の科学者たちの探索

物語は，文学作品としても数多く紹介されている O この謁査が如何に組織的なものであっ

たかは，その後の数年間，殆んど毎月のように石油や天然ガスの薪しい鉱床が発見された

ことによってわかる。 この地区で本格的な採捕がはじめられたのは 1964年である。それ

から 1970年までのチュメニチHの採油量は， それがシベリア開発の将来を語るがごとく，

まったく驚くべきテンポで増加し続けている。すなわち， 1964年， 20万トン， 1965年，

100万トン， 1967年， 600万トン， そして 1970年には 300龍dで， 全ソ連の年間増加量

の80%はチュメニチ1'1からのものである。

1969年 12月のソ連共産党中央委員会と関援会議の決定によると， 第 9次 5ヵ年計画期

間 (1971-1975)のシベリアの原油生産高を 1970年の 4倍，つまち 1信 2000万トン以上

と定めているし，さらに， 1980年のシベリアの産油昌標高は 2主主6000万トンという正に

天文学的なものになっている O

言うまでもなく，このような生産高の急増は，それを生み出すだけの科学技術の進歩と

無関係ではない。たとえば 1カ所から数本の額斜した試錐を放射状に出して採油する方

法，震圧を維持するために地下水を利用する方法，数ヶ月号の油震から同時に刻々に採油す

る方法なと'iJ';.新たに開発され，一本の油井に要する作業人員を4分の 1に減らすことがで

きた。

「ソ達科学アカデミー・シベリア支部の創設」にかんする 1957年のソ連関援会議の決定

によ札現在では世界的な科学研究センターとなっているノポシピルクスのアカデムゴロ

ドクが建設された。それはわずか 10年余り以前のことである。現在科学アカデミー・シ

ベザア支部はイノレクーツク，ヤクーツク，ウラン・ウデに支部があり，またクラスノヤル

スク，サムソ γ，チュコト半島，カムチャツカに研究所を置いている。科学アカデミーの
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これらの支部を中心として，夫々の都市には大学・研究所地区の建設が大々的に行なわれ

ているが，教育，研究機関の建設が，開発事業の最重点項目の一つになっている。このこ

とはシベリア開発のもつ大きな特長であるの

また，各種研究機関相互間に組織的な連繋があって，全体として総合研究が行われてい

ることにも注巨しなければならないっ

アカデミー・シベリア支部のシンボルマークは総和記号~(シグ、マ〉であるが，それは

正にシベリアにおける科学研究の在り方を表徴しているつ

あらゆる専門分野の研究が総合的に行われていることと同時に.それらの研究が富民経

済と密接に結びついていることをも取挙げねばならない。一例として，ヤクーツクにある

凍土研究所の仕事を見てみよう O 永久凍土帯の地下 2000m以内で温震が約 O度のところ

ならば， 1立方メートノレの水は最高 220立方メートノレまでの天然、ガスを毘体への化合物，

RPち水和物に結合する力をもっていることを明らかにし，燃料の凝縮物とも言うべきこの

資源の量が約 15兆立方メートノレもあることを調査したの

このような科学アカデミー・シベリア支部の科学者たちの国民経済との結びつきは，例

えば， 1964年には研究成果を 5B毎に Iつ工.業企業に提供し 1969年には 2日弱毎に 1つ

という割合になるほど，益々緊密なものになっている。正に「産学協同Jの典型であり，

現段搭のシベリア開発に於ては. I学問・研究の自由j が問題となり得る余地はまったく

ない円

さらに重要なことは，はじめ直接間接モスクワ， レニングラードなどの息のかかった人

たちで占められていたシベリア支部の研究者たちが，今ではシベリア育ちの人たちにとっ

て代りつつあることであるつそれは，とくに開発に直接かかわる謂査研究を量的かつ質的

に発展させるための要件のーっとなっているO

第 2次大戦においてナチスドイツ軍の舌をまかせたのはシベリア出身の兵士たちであっ

たが，ヨーロッパ・ロシアならばたちまちへきえきしてしまうであろうような国難な状況

の下でもシベリアツ子たちは悠々と耐え技く力をもっている。ジャン・マラビーニ氏は，

fかれらは自分たちには堕落した世界主義者に見えるあのヨーロッパ・ロシアに対して不

平を言い始めているの16)J と言っているが， たしかにシベリアツ子たちの根強い-fからの

突きと庁が科学研究の分野だけでなく，あらゆる分野で頭を拾げ、はじめている。シベリア

経済の前衛的な部分においては，このような下から突き上げの気流が満ち溢れている。一

つの例証として最近民年間のシベリア及び極東地方の人口動態を示す数字17)を挙げよう。

1959 1970 増 主日 率

西シベリア 11，2千5人2 12，1千1人0 108 

東シベリア 6，473 7，464 115 

極東地方 4，834 5，780 120 

注昌すべきは，東に向う程人口増加率が高くなっているということであるつ

16)ジャン・マラピーニ，歌山正敦訳，シベリアの未来征瓶，昭和44，朝日新男社， 111-112ベージ。
17)在日ソ連大使館志報部資料により作成。
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さらに今一つ，未来社会の夢を語る一つの事例を紹介したい。

北緯69度にあるノリリスクは，ソ連が極北の開発にいどむ拠点であるの今から 20年前

に誌，クラスノヤルスクから冬季は凍結してしまうので，夏の間 4カ月位しか航行するこ

とができないエニセイ河をドウジンカまで船で下って，それから狭軌の鉄道でやっとたど

りつけたところであるの現在では飛行機で 5時間，モスクワから毎日 6回定期便が運行し

ている。

この地方には. 周期律表にのっている元素のうちのおの元素が埋蔑されており， その

うちの主としてニッケルと鏡が北極圏最大の冶金基地をここにっくりだした。

ノノヲスクのさらに北の方， タイミノレ半島にはえさ大な量に上る粘結炭があり，その埋蔵

量は 100憶トンを蓬かに上廻ると言われている。調査の進むにつれて，ここにもまた大規

模なコンビナートが建設されることになるであろうち

氷点下60度というのはこの地方では通常のことであるの北極から吹きつける秒速45メ

ートルのすさまじい風が，時として 2週間ものあいだ間断なく吹きつづけると L寸。その

タイミル半島に今や人口 15万人を数えるノノリスク市が存在することそれ自身が. 20世

紀における人類の一つの大きな業績であると言えよう。この町を建設するに当って，先ず

永久凍土の上に家を建てることが大変な仕事であった。建築技師たちは，建物の土台をつ

くるための度重なる試みの後， 支柱を打込むに先立って， キャタピラのついた堀削機で

5'"'-'6メートノレの穴を素早く堀り， そこに蒸気ニードルと電極を装置した支柱を入れて，

その廼りに生コンクリートを流し込むと Lヴ方法を考え出した。このようにして立てた支

柱の上に建物を乗せる。それは 5階. 6階建のもので，中にはスチーム暖房，風呂，上下

水道などがある。したがって，建物の熱を凍土に伝わらせないために，建物の底部は凍土

から離して支柱に乗せる。市の公共の熱湯管は特別の鉄筋コンクリートに入れられている

が，凍土が溶ける恐れがある場合には，冷風管を敷設して土を凍結させるのである。

このように，ノノリスクでは建物の土台沈下を防止することが先ず何よりも第ーにしな

ければならないことであった。 しかし， 多くの高層建築はもう 15年間も全然沈下の徴侯

を見せていない。

ノノザスクの北， 北緯70度のタノレナフには非鉄金属の主主床が発見され， そこに新しく

治金コンピナートかつくられた。また， ノノリスクの南 20認のハンタイカ川には. 1969 

年 11月初日出力 34万 kwの水力発電所が運転を開始した。もちろん，これは世界最北

の発電所である。さらに，注呂すべきことは，この発電所の近くに新しい実験都市スネジ

ノゴルスクが建設されているということである。アパートの一層には， 高1i5や学校， 病

院，図書館などがあり，アパートから発電所や工場へは，屋根つきの通路が続いている司

冬期2ヶ月のあいだ全く太陽光線を見ることのできないこの土地に，明るく電化され，気

象コントロール装置によって零下60度の寒風を排除してしまった 121t世紀の都市」が出

現するのもそう遠いことでないであろう。

湾JII用砕氷飴アノレクチカ号が，イノレクーツクチ1;のカチューグ造船所で建造されている

が，この船には新しく考案された砕氷装震がついているということである。アルクチカ号

が，オピ)11やエニセイJIIの航路を拡大するのもすでにE程に上っている。
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ベーリング海峡を長さ 85九にわたってせきとめるという計画案が報道されてから， も

う10年余りにもなるのこの案によると，年間 10万立方キロメートノレの遣水が黒潮によっ

て北氷洋に誌がれ。その氷を溶カ‘すだろうということである。このような案は、もちろん

周到な科学的裏付けを必要とするが，毎年数千意/レープリを寒さのために費しているソ連

としては，ベーリング海峡のせき止めもそれ程大きt.r..投資ではないと言えよう。

このような驚くべきほどのテンポでの開発の進行の中から読みとることのできるのは，

ここには人間と自然がまっとうに向き合った形で開発の可詑性があるということであるの

ぜJ す 。ミ

以上述べた限りでは，当初に掲げたわれわれの課題は，完全な形では解明されなかった

が，問題所在の一端を明らかにした心糞で、ある。しかし，もちろん，所論は別途に展開さ

るべきであろう門

補j量として二つの資料を掲げるのそれらは，シベリア・極東地方の経済の動向を示唆す

るとともに，当面する中十企業の問題，エネルギー資源の問題をかかえた日本経済とのか

かわり合いにも一定の指針をそ子えるものと思われる。

〔資料 1J 

極東地方経済計画委員会議長エヌ.l'・ニコラエブ， [-極東地方の国民経済発展につい

てji吟

(日 経済地域と天紫資源

極東経済地域には，ハパロプスクおよび沿海再地方，アムー/レ，マガタン，カムチャツカおよびサハ

リソの諸外1，ならびにヤグート自治共和国〈ヤクーチャ7が含まれ，ソ連の全面積の呂分のー余りを占

める。

極東地方は天然資源、が，地球上で最も豊かな地域の一つで、ある。ヤクーチャには，ソ連で唯一の，技

術の発震においてとくに重要な役割を濃ずるダイヤモンドの埋議量をもっている。極東地方には非鉄金

属および稀少金震の大きな埋草案量がある。錫，笠石，鉄鉱石およびマンガン鉱石，黒鉛，動力吊および

コークス滑石炭，冶金黒非鉱石原料，天然ガス等である。

電力工業発展の可能性は，非常に大きい。極東の燃料・エネルギー資源、は，標準燃料に換算して 1，180

憶トンに上り，ソ連の大経済地域の中で第5泣を占める。ことに大きいのは水力資源で，とくにアムー

ノレ水系の水資掠で、ある。アムーノレ水系の河川の長さは 1万8∞0キロ，毎秒1万1000立方メートルの
本を海に注ぎ，その包義水力は，プラーツク水力発電請の 7~8倍の発電量をもっている。

極東地方誌褐炭および石炭産地にも富み，カムチャツカではかなりの量の地熱が明らかになってい

る。

極東地方経済地域は，全ソ連邦の 30%余りの森林資源をもっている。森林資源として，紅松， エゾ

マツ， トドマツ，塩地，ナラ，クルミ，タモといった高価な樹種があることは，紙パノレプ工業とベニヤ

工業の発展を可能にしていることは，木社の多角的な加工と太平洋治岸諸国への木材輸出高の大幅な増

加のために，木材調達と木材加工を綜合的に発展させる語提条件である。

極東地方の森林には，多くの毛皮獣，たとえばクロテン，カワウソ， リス，銀ギツネ， ミγ ク等が住

18) 1963年6月2713， ハバロフスク鉄道大学ホーノレにおけるネステロフ全ソ商工会議所会頭をはじめ
とするソ連鎖経済代表団と北村ミッションとの懇談会での報告。
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み，大鹿や斑麗もいる。

極東地方の議獲は全ソ連邦漁獲高の三分のー余りを占める。ニシンの約25%.サケ， マス， ヒラメ

の大部分がとれ，カニ識の唯一の地域である。マグロ，サパ，カタクチイヮ、ン，イワシなど食品として

掘値のある魚種や，蘇，海獣およびその他水産物の水揚げも，見通しが大きい。

極東地方の地理的位置は，太平洋酒岸諸国との連絡の捷を特徴としており，このことは，輸出の増大

にとってよい前提第件となっている。

(2) 産業，教育文化の発展

ソ連政府は，この豊かな地域の発展に不断の注意、を払っている。

ソヴェト時代に入って，極東地方には鉄鉱，非鉄治金，石油採掘，軽工業，機械，建設業など多くの

工業部門が創設された。 1965年に極東地方の工業生産高は， 1913年の 100倍以上となった。 7ヶ年計

画期間(1959.....65年〉には，ダイヤモンド，錫および，金の採掘工業，木材調査業および，木材加工工

業，機械工業，軽工業，石炭工業，食品工業などの部門で，新しい大型企業が建設され，工業総生産高

は約2倍に増加した。

掻東地方には 140の高等教育および中等教育機関が設童されており，約20万人が就学している。 19虫)

年には人口 10万人あたりの学生，生徒数は107人であったが， 1965年には340人と 3告あまりに増

加した。

住民は国の予算によって，無料の医療，教育，扶助料，年金，奨学金，定期休曜手当，サナトリウム

および体患の家への無料および割引の旅行などの特典が与えられている。

(3) 薪 5ヶ年計画の課題

1966年のソ連共産党第23国大会の指令では， 極東地方の経済的潜在力の急速な増強が予定されてい

る。 5年間に，そしてさらに長期間にわたって，何よりもまず，極東地方の経済の進んだ部門，豊かな

天然資源を土台とする経済部門，つまり非鉄金嵩，鉄鋼，電力，木村加工・紙パルプ，漁業の各工業部

門を急速なテンポで発畏させようと計画されている。

機械，船舶修理，石油採堀， 石油精製， 食品， 燃料およびガスの諸工業も， 大きく発展するであろ

う。非鉄金属，稀少金属，ダイヤモシドの採堀の急増も計画されている。一連の新しい採鉱，選拡コ γ

ピナートおよび，化学コンピナートの建設と改造が完或するであろう。

極東地方における地元の冶金原料によって稼動するソ連の新しい製鉄基地の建設は，設計・調査を終

って実行段搭に入るで、あろう。この製鉄基地の創設は，機械工業および船舶修理業を急速なテンポで発

展させ，金属襲品用の鋼材を充分供出するようになるであろう。

題東地方む国民経済発展計画では，電力工業の先行的発展が予定されている。極東地方の河川の巨大

な水力資源の利用について言うと，この5ヶ年計画の終るまでにゼーヤ水力発電所の稼動開始が計画さ

れており，イマン，ポドゴルナヤ，チェノレニャタなどの発電所の建設も設計されている。これらは単に

電力供給源を増加するばかりで、なく，洪水による損害を軽減させ，孤立した局地的設儲から電力系統へ

の職換をもたらすであろう。

ヤクーチャおよびマカ'ダン升!の発展途上の工業に電力を供給するために，この地域の河川の水力およ

び天然ガスの利用を軸とする電力工業の発展が見られよう。ヴィリュイ水力発電所は，まもなく操業を

開始する。

極東地方経済地域の燃料パラ γスでは，石炭が重要な地位を占める。治準およびノ、パロフスク両地

方，サハリンおよびアムーノレ両州における石炭工業の建設と改造によって，冨民経済の燃料需要を完全

にみたすであろう。増大しつつある地域内石油製品およびガス需要はそのかなりの蔀分をサハリ γ州お

よびヤクーチャにおける石-油およびガスの採掘の増加によって充たすよう計画されている。ガス革床の

合理的利用のために，農業用肥軒の生産を考憲して，オハ一一コルサコフ・オハ一一コムソモリスク，

ヴ4リュイーーヴラジヴォストークの一連のガス・パイプラインの建設が予定されている。

建材工業と建設業の先行的発展，すなわち地場産の建材，金層および鉄第コシクリート樟造，セメン

九スレ一人窓ガラス，ループィ γグ・ベーパー，ガラス・プロック，外装用合板などの生産も計画

されている。

でT'
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(4 ) 農業の現状と展望

極東地方は集約的な農業生産の大きな可能性を持っている。広大な農業用地，有利な気候および，土

壌の諸条件は，独自の食糧および原料基盤を急速なテンポで発展させるであろう。

この経済地域のコルホーズとソブオーズでは，米をふくむあらゆる種類の穀物，大豆，テンサイ，ジ

ャガイモ，多くの種類の野菜と豆類，ぶどう， りんご，いちご，薬用植物が栽培されている。

畜産の発展とならんで， この地域には， E史獣の飼育，パント用寵の餌養，工業用養蚕業，工業用益

蜂業を発展させるための大きな携在的可能性がある。毛皮パント〈医薬用掠料)， 蜂蜜，蟻， 朝鮮人参

は重要な輸出品である。

新五ヶ年許画では極東地方の農業は，ロシア共和国の抱の経済地域にくらべてより宇-いテンポで発

展しようっこの地域のコルホーズとソフホーズには，国家から化学肥料，農業機械が供給され，土地改

良事業，主として米作用穣指-ンステムの建設と「拓作業のために大きな国家投資が配分される計画とな

っている。

これらによって，この五ヶ年間に農作物の技穫率を大幅に引き上げ，農作物と畜産品の大IjJなj幹産が

可能となるであろう。

(5) 社会開発

極東地方の経済潜在力の急速な増強のための大プログラムは，住民の生活水準の引き上げ，住't，就
学話J克童施設，学校および1丙践の建設の改善など一連の問題を解決することが予定されている。

これらの目的のために，先行五年間よりも新五ヶ年討画では， 約1.8-----2倍も多い投資の分配が討幽

されている。

(6 )むすび

極東地方の現状，その経済の急速な発展は，治岸貿易の広汎な発展のために明るい見通しをつくり出

している。この治岸貿易発展の可能性が，互恵、の条件のもとで年ごとに拡張され強化されるという確信

を表明させていただきたい。

〔資料 11)

ソ連外国貿易省極東全権クゼンコ， Iソ日貿易の発展について 11め

ソ日間の貿易は，早い速度で発展しつつある。 1958年の FOB建て 3390万ノレープりが， 1965年には

3f.意260万ノレープリと約10倍に達し， ソ連で法， フィンランド， イギリスに次いで第3位となった。

ソ速から輪出した木材，銑鉄，石油，石炭は日本経済の発展に重要な役割を果している。

( 1) 新 5ヶ年ソ日貿易協定iこついて

1966年 1月モスクワで調碍された新5ヶ年ソ日貿易協定は， 1966-----70年の5ヶ年間の総額を21f怠ド

ノレ(ソ連の輸出 10憶ドノレ，輸入 11信ドノレ〉と見込み， 1966年は3億9，税)()万ド/レ(ソ連の輪出 lf章
9，は)0万ドル，輸入2寵ドル〉にきまった。

ソ連の対日輸出品目は，毎年の取引量として，木材 360 万立方メートノレ，石炭 152~160 万トン，石油

および石油製品 430-----5∞万トン，銑鉄側)~100 万ト γ， 機械類(航空機を含む) l，OOO~1 ，3∞万ドル

が主なもので，この誌か鉄鉱石，非鉄金罷鉱石，鉄屑，アルミニウム，白金，カリ塩，掠綿，(;皮など

がある。

ソ連の対日輸入品は 5ヶ年間に船舶999隻-2{意6，000万ドノレ，機械およびプラント 4億 5，∞o万ド
/レが中心で，このほか鋼材5万トン， 鋼管 70 万トンなど鉄鱗 1 寵~3，500万ドノレ， 繊維製品1f意4説的ド

ノレ，塗料・農薬・尿素など化学製品 lt意ドノレなどである。

(2 ) 沿岸貿易について

治岸貿易は，本協定品民リストにあげられていない「極東地方の特産物」と， I日本の消費物資Jと

のパーター取引で， 1963年 2月に発足した。 63年は約80万ループれ 64年は385万4，∞0ノレープ九

65年は478万5，000ノレープリを増加し， ソ連の輸出品日も， 63年の 16品吾から 65年の56品日に増加

19)資料Iに閉じc
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しており， 日本からの輪入品目もふえた。しかし，われわれは現在の取引高に満足していない。

泊岸貿易を重視したソ連外国貿易省は，ナホトカに吾本との浩岸貿易を専業とするダーリイントノレグ

(極東貿易事務所)を設立. 1964年 1月から活動を誌じめ，今までに 30以上の実務的訴簡を行なった。

63年9月と 64年4見のナホトカ 65年 10月のノ、ノξロブスクにおける日本高品展 65年春の新器・

富山・舞鶴におけるソ連極東物産展 66年3丹の新潟における第l自治岸貿易合同会議は， 両国の商

品を相互に紹介し，再国民を接近させる大きな役割を演じた。今度のハバロフスク沿岸貿易見本市立，

日本商品をさらに広く結介し，極東地方の消費者の需要をよび起こすであろう。

新5ヶ年ソ呂貿易協定における治岸貿易の呂標は， 1966年に輪出入それぞれ450万ループ人 70年

に拭約2信の輪出入合計1800万ループリである。私は 1966年の3月末の党大会で決定されたソ連邦国

民経済発展5ヶ年計画の線に諮うて，極東地方を発畏させるためにも，ソ日;治岸貿易を発展させなけれ

ばならぬと考えている。

現在日本に輪出している極東産商品は，にしん， ミーノレ用すけそうだら，生のすずき，冷言葉えび， メ

ンタイ，ふか，鯨肉，数の子， うに，伊谷草〈寒天の罪料).屑材，蜂蜜， 室、婚などで， 日本から輸入

している商品は，漁網，縞，漁夫用{乍業衣，議維2次製品，メリヤス，果物，靴などである。

目下，極東地方の諸機関は輸出品目の拡大について検討している。輸出の用意があるのは， リグニ

ン，各種の大理石屑(近い将来には大理五プロックも)，チタ γ磁鉄鉱 魚の缶詰，薬草， もみの実，

野生奨果汁，骨細工などである。

(3) 協同組合貿易について

協同組合貿易は， ツェγ トロソユーズ(ソ連邦消妻組合中央会〉と， 員本各地の各護協同組合との貿

易である。日ソ貿易議定に基づくソ連貿易公団一日本賓易商社の貿易とはっきり区別されている。ツエ

γ トロソユーズはレーニγ勲章を援与された吉い塵史をもっ有力な組織で，その実務機関はモスクワの

全ソ協同組合貿易公団 (COI03KOOn・BHellI. TOpI‘・〉である。日本へ木材〈丸太〉を輪出し，日本の

協同組合から識維2次製品，漁栴， ワイヤロープ， りんごなどを輸入し， 年間約1，∞0万ドノレの取引が

行なわれている。

現在すでに第 9次 5ヵ年計画期となっているとき，前期のこの資料を娼げたのは，この

2人の現地責任者の発言が， 沿岸貿易という新しい貿易方式をソ連{躍が打出してきたこと

に亘襲かかわる好鰐の資料だからであるのまたt このような特異な外国貿易方式20)を採用

したことから，その対象地域の開発についてのゴスプラン委員会の考え方が推定できると

思うからである。この場合， シベリア開発計画の重心は法然として西シベワアまでであ

り，極東地方についてはまだ独自の投資対象としていないことがわかろう。

(本稿は昭和46年度文部省科学研究費の補助によるものである〉

20)この方式をとっているの誌，フィンランドと日本である。
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ロpO，lI.BH況をH耳ePOCCHH H CCCP B BOCT04HOM HanpaBJIεHHH 
一一日p06JIeMa CH6HpH 

5Ilv1AN¥OTO CaTOCH 

OCHOBHOH npe，lJ.nOCbl.7IKO員，lJ.JI兄6bICTporopa3BHTH兄 CH6HpCKOl~i 3KOHOMHKH， Ka)KeTC兄，

兄B.7J兄eTC冗 KOMnJIeKC6oroToro eCTeCTBeHHOrO Cblpb兄

B 3TOM QHCJIe 60λb出 0員 y瓦eJIbHbl員 Bec HMeeT HaJIJ1lme  TOll.1IHBHO・3HeprH可eCKHX，

MHHepaλbHO・CblpbeBbIXH JIeCHblX pecypcoB， a TaK)Ke HaJIH可He 3eMeJIbHbIX H BO，lJ.HbIX 

pecypcOB. HecMoTp兄 HaユeHCTBneHeKOTopblX OTpnuaTeJIbHblX ctaKTopoB， Ha.lIJ1lUIe TaKHX 
eCTeCTBeHHblX pecypcoB C03，lJ.aeT yCJIOBH兄 pa3Me立l.eHH兄 HOBblX npOH3BO，lJ.CTB H oGecne-

可HBaeT6blcTpble TeMnbI pa3BHTH兄ロpOH3BO)l.HTeλblIblXCHJl B 6y Jlyw.eM. 
npOMblWJIeHHOe pa3BHTHe COBeTcKoro Cmo3a， 3JIeKTpIHtHKauH兄 IIXHMH3alUUl H3pO・

瓦HoroX0351fiCTBa 6a3HpyIoTc5I Ha HenpepblBHO pa3BHBaぬw.eMC叉 3KOHOMlft-IeCKOMHCnOJlb30・
BaHlUf 60raTblx， )l.eWeBblX npHpO)l.HbIX IICTOqHHKOB 3Hepnm B CH6HpH: yrlleli， He争TH，

eCTeCTBeHHoro ra3a， TOp中a，ropぬ可HXCλaH口eB，rlf，lJ.paBJIlfqeCKOU II aToMHoi:i 3λeKTpHqeCKO長

3HeprHH H )l.pyrux. 

ABTOp 3TOH CTaTbH HCCλe，lJ.OBaJI 06beKTHRHble yC.JIOmUI， KaCalOilUleC兄 ocooeHlIOCTeii

pa3BHTHH COUHa.rIHCTWIecKoII 3KOHOMHKH B CH6HpH H Bo06w.e B COBeTCKOM COI03e. OH  
Bbl5lCHHJI OC06eHHOCTH pa3BHTH5I BOCT04HOH 4aCTH COBeTCKOrO COI03a C 60JIbWHM eCTe-

CTBeHHbIMH 60rOTCTBaMH H C 兄pKOIiHH)l.HBH)l.yaJIbIIOCTbIO. Ho， y HerO OCTaeTC兄 Bonpoc:

HayqHa兄 TpaKTOBKa pOλ討中eO)l.a.7JbHOrO pOCCH員CKoro rocy)l.apCTBa H lIapO)l.HbIX MaCC B 

npHCOe)l.HIIeHHH， 3aCeJIeHlIH II X03冗員CTBeHHOMOCBOeHHH CH6Hpn. 

B nepHO)l. UapCKOII pOCCHH ypoBeHb pa3BHTH刃ロp0113BO)l.Hτe.nbHbIX CH.n Cn6npH 11 

1laJIbHero BOCTOKa 6b羽 Cλ白血KOMHH30K， qTO B 3HaqlUe.lbHOii Mepe BbI3blBaJIOCb nCTOpn-

qeCKHMH yCJIOBH5IMH  ctOpMHpOBaHH兄 X0351IicTBaB nepHO)l. KpenOCTHH可eCTBaH KarrHT3JIH3M3. 

C OTMeHhl KpenOCTHOrO npaBa yCH.J1HBaeTC兄ロpHTOKnepeceλeHueB B CH6Hpb. C 1861 

no 1891 r. rrepeCeJIHλOCb 450 ThIC. qeJIOBeK. KpoMe CBo6o)l.HbIX nepeceλeHueB， B CH6Hpb 

npH6hlBaJIH H CCblJIbHhle. 

Pa3BHTHe KanHTaλ沼3Ma OXBaThlBaeT H CeJIbCKOe X03冗詰CTBOCH6npH. 50Jiee 10 % 

KpeCTb問 CKHX)l.BOpOB npUMeH5IJIH B CBOHX X03兄詰CTBaxHaeMHylo CIIJIy. MHorHe KpeCTb5lHe， 

He HMe兄 HH noceBOB， HH JIOWa，lJ.eH， 6bI.lUI BbIHy)K，lJ.eHbI H3HHMaTbC匁 B pa60THHKH K 

3a)KHTOqHbIM， X03冗長CTBeHHblM (KYJIaKaM) 託JIH3apa6aTblBaTb 3a e)Ke)l.HeBHOro x.lIe6a Ha 

3aBO，lJ.aX H 中a6pHKax.KyJIaKH HCnOJIb30BaJIH T完)Keλoe )KH3HeH 



山本 敏

口OCJIeOKT匁6pbCKO詰 peBOλ的立HHCOUHaJIHCTHqeCKH詰 06w.eCTBeHHbI註CTpO註 C03，llaeT
06beKTHBHbIe yCJIOBH冗，llJI兄 6bICTporopa3BHTH兄 HapO，llHorOX03兄註CTBaB CH6HpH. 

Pa3BHTHeロpOH3BO瓦HTeJIbHhlXCHJI B CH6HpH lllJIO 6hICT予hlMH TeMnaMH. HanpHMep， 
B 1965 r. BaJIOBa51 npo江戸UH兄 Bceti OTpaCJIlI npoMbI出 JIeHHOCTlI B 3ana，llHO註 CH6Hpll 

B03pOC凋 B14 pa3， B BOCTOqHOI:i C1I611PH-B 9.5 H Ha瓦aJIbHeMBocToKe-B 6.5 pa3 no 
cpaBHeHHぬ c1940 r. 

C1I611pll CTaHeT O，llHO詰 113OCHOBHhIX npOMh凶 λeHHhIX6a3 B nepCneKTlIBe. B HaCTO・

到l1，eeBpeM兄 3，lleCby)Ke pa3BepHyJIlICb rpaH瓦1I03HbIeCT予OllTeJIbCTBa・EOJIblllOeBHHMaHlIe 

aBTOp Y，lleJI挺 TTeM 60raTe員lllllMB03MO)KHOCT匁M，BKJIIOQalOll1，HMC完 BCpe，lle CH611pH. 
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